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平成２９年度匝瑳市民ふれあいセンター運営委員会会議録（要旨） 

 

日  時  平成２９年８月１７日（木）午後１時３０分～午後２時３０分 

場  所  匝瑳市民ふれあいセンター１階談話室 

出席委員  鎌形廣行委員・石和田秀雄委員・向後英夫委員・石橋春雄委員・ 

加瀬功一委員・澁谷晴夫委員・林高宏委員・岩井清委員 

欠席委員  尾原和夫委員・江波戸久元委員・鶴野航三委員・太田忠治委員 

 

１．開 会   

       ただ今から、平成２９年度匝瑳市民ふれあいセンター運営委員会

を開催いたします。 

２．委嘱書交付 

       市長から新任４名に手渡しによる委嘱書の交付を行う。 

石和田秀雄委員・向後英夫委員・澁谷晴夫委員・林高宏委員 

         

３．市長挨拶 

 

４．運営委員自己紹介 

事務局  

  次第４により、運営委員の自己紹介をお願いします。 

  （委員長から左回りの順でお願いします。） 

５．委員長挨拶 

 

６．議事 

事務局  

  市民ふれあいセンター運営委員１２名中、８名の委員が出席しております。 

匝瑳市民ふれあいセンターの設置及び管理に関する条例第１３条第２項に 

より、委員の過半数が出席していますので、会議が成立いたします。 

 匝瑳市民ふれあいセンターの設置及び管理に関する条例第１３条第１項に 

より、委員長が議長となりますので、鎌形委員長には議長をお願いいたします。 

議長 

次第６の議事（１）平成２８年度ふれあいセンター利用状況について、事務

局の説明を求めます。 

 

事務局  
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  平成２８年度ふれあいセンターの利用状況についてご説明を申し上げます。 

 資料の４枚目の２ページをご覧ください。Ａ３の用紙でございます。 

平成２８年度市民ふれあいセンター利用状況でございますが、上段の左側に

開館日数・利用件数・利用人員を明記してございます。 

開館日数につきましては、一番右の計の欄に２９１という数字がございます。

年間２９１日開館しておりまして、月の平均といたしましては、１２か月で割

り返しますと約２４日となります。 

次に、年間の利用件数は１,４５７件、利用人員は、６万８，７７３人の方

の利用がございました。 

  次に、老人施設の利用状況でございますが、浴室が年間６,２４２人、教養娯

楽室でございますが、この室では、将棋や踊り、カラオケなどを行う部屋であ

りまして、年間９,０９６人の利用がございました。 

次に、マッサージ機の利用が施設利用申請書によりますと、３,４４６人の

方の利用がございました。 

  老人施設の利用延人員は１万８，７８４人で、利用実人員は１万４，１７４

人でございました。 

続きまして、会議室の利用状況でございますが、小会議室は収容人員１２人

の会議室で、年間３９件の申し込みで、２７９人の利用がございました。 

次に、会議室は収容人員１００人の会議室で、年間１９３件の申し込みで、 

１３,２５１人の利用がございました。 

第一会議室は、収容人員２４人名の会議室で、年間１８５件の申し込みで、

３,１１８人の利用がございました。 

第二会議室、（８畳の部屋）は収容人員１２人の会議室で年間１３件の申し

込みで、１１３人の利用がございました。 

第三会議室は、収容人員６６人の会議室で、年間１１３件の申し込みで、５,

４７１人の利用がございました。 

大ホールにつきましては、５００人収容できます。可動式椅子が２８８席、

移動式椅子が２１２席です。年間１４８件の申し込みで、２万１，２９１人利

用がございました。 

視聴覚室は、収容人員５５人の部屋で、年間１３９件の申し込みで、３,７

１７人の利用がございました。 

料理実習室につきましては、年間８２件の申し込みで１,９１９人の利用が

ございました。 

トレーニングルームにつきましては、年間１１４件の申し込みで１，５１６

人の利用がございました。 
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相談室は、収容人員１２人の部屋が２部屋ございまして、年間２８２件の申

し込みで、２,２５７人の利用がございました。 

談話室は、収容人員２４人の部屋で、年間１４９件の申し込みで１,６６７

人の利用がございました。 

利用状況におきましては、年々減少傾向にあります。 

次に、申請件数につきましては、無料申請件数が１,０３７件、有料申請件

数が４２０件であります。これに係る施設使用料は、３３７万１，２８０円と

なっております。 

カラオケ使用料につきましては、６万６，４００円、入浴使用料につきまし

ては、７０万２，９００円の収入となっております。 

  次に３ページの１、年度別市民ふれあいセンター利用状況をご覧ください。 

平成２２年度から平成２８年度までの利用状況を記載してあります。 

開館日数につきましては、平成２２年度の２９２日から平成２８年度の２９

１日と日数的にはあまり差はございません。 

次に、利用件数につきましては、平成２２年度の１，８０８件から少しずつ

増えてきまして、平成２４年の２，０５０件をピークに、その後、減少傾向に

あります。 

利用人員につきましては、平成２２年度の８万６，６４０人をピークに減少

傾向にあります。 

減少理由といたしましては、東日本大震災後、カラオケや舞踊の利用者が減

少したものと考えられます。 

次に、会議室等の利用状況につきまして、若干説明をさせていただきます。 

会議室等の利用人員につきましては、表の下から２行目の計の欄をご覧下さ

い。平成２２年度の利用人員は６万９，８４６人で平成２４年度までは、６万

９千人台で推移しておりましたが、その後、減少傾向にあります。 

次に、会議室の中で、トレーニングルームにつきましては、斜め線が引いて

あります、平成２４年度から平成２６年度までは、マザーズホームで利用のた

め、匝瑳市社会福祉協議会に貸し出しをしておりましたので、件数及び人数の

カウントはしておりません。 

次に、３ページの２、各年度別利用状況をご覧ください。 

この利用状況は、老人施設の利用状況で、教養娯楽室や浴室、カラオケなど

を利用する人員でございます。 

  平成１９年度から平成２８年度までの開館日数や利用件数、利用者数、施設

の使用料やカラオケの使用料等を記載しておりまして、表の真ん中の１日平均

という欄をご覧下さい。 
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平成２０年度が１日平均６９人と利用者が一番多く、平成２７年度が１日平

均４４人と利用が一番少なくなっております。この要因といたしましては、右

から２行目の欄をご覧ください。カラオケの使用料が平成１９年度の７８万６，

９００円をピークに、少なくなってきており、利用者がだんだん減っているこ

とが要因の一つと考えられます。 

次に、４ページの平成２８年度住民票等発行状況をご覧ください。 

市民ふれあいセンターでは、住民サービスの一環といたしまして、土曜日、 

日曜日、祝日に住民票等の発行業務を行っております。交付状況でございます

が、一番下の計の欄をご覧下さい。 

住民票の年間の発行数は、２３６通、印鑑証明は３０５通、記載証明は２通、

住所証明は７８通の合計で６２１通を発行しております。 

交付人数といたしましては３９３人、手数料は１６万２,９００円の収入と

なっており、発行日数は１０５日でございます。 

  次に５ページの各年度別住民票等発行状況をご覧ください。 

平成１９年度から平成２８年度までの住民票等の発行状況でございます。 

年度別に、住民票、印鑑証明、記載証明、住所証明の発行数、交付人数、手

数料、発行日数を記載してあります。 

住民票や印鑑証明等の発行数につきましては、平成２０年度の５８５通が一

番少なく、平成２６年度の７６２通が一番多く発行しております。 

平成２０年度の発行数５８５通を発行日数の１０７日で割り返しますと、１

日当たり約６通発行しております。 

１番多い平成２６年度の７６２通を発行日数の１０６日で割り返しますと、 

約７通発行しております。 

１日当たりに換算しますと、平成２０年度と平成２６年度の発行数は、あま

り変わりはございません。 

平成１９年度から平成２８年度までの発行数、交付人数、手数料につきまし

ても記載のとおり、あまり差異はございません。 

  以上で説明を終わらせていただきます。 

議長 

  平成２８年度ふれあいセンター利用状況について、質問や要望等ありました

らお願いします。 

委員 

  ３ページの２、各年度別利用状況について、入浴使用料は上がっている状況

が見受けられるが、利用状況と施設の老朽化というか、修繕関係はどうなって

いるか。 
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事務局  

  入浴使用料と利用状況について、入浴使用料については、市内の方は１回の

利用が１００円、市外の方は２００円です。 

お風呂の利用状況は、１日２２人位の方が利用しておりまして、市内の方が

１６人程度、市外の方は６人程度で、毎回、同じような方が利用しています。 

次に、施設の利用状況ですが、平成２２年度から減少傾向にあります。その

要因の一つとして、週１回、夜７時から９時まで、４０人位でふれあいセンタ

ーを利用していたダンスサークルが２～３年前から利用がなくなりました。利

用者の高年齢化によることも一つの原因かと思われます。また、その他の団体

の利用も少なくなってきました。 

次に、施設の修繕の状況ですが、修繕については、計画的行っているほか、

壊れた箇所があれば、すぐに修理したり交換したりしています。 

また、平成２６年度に教養娯楽室の電球をＬＥＤに３分１位交換し、残りを

平成２８年度に交換いたしました。そのほか、料理実習室の西側のインターロ

ッキングが壊れたので、張り替え工事を行いました。今年度は、開館してから

２７年が経過し、エレベータの耐用年数も過ぎているので、エレベータのワイ

ヤーの交換や部品の交換など改修工事を行う方向で進めています。 

委員 

  浴室の利用について、前の検討委員会の中で浴室を今後も存続して利用でき

るようにしていくのか検討しているという話を聞いたが、浴室の利用について、

どうなるのか伺いたい。 

事務局  

  今後も一般の方がお風呂を利用できるよう存続していきます。 

委員 

  お風呂が利用できないと、困る人がいるので、今後も存続していただけるよ

うお願いしたい。 

委員 

  ふれあいセンターを利用する駐車場の一台当たりの駐車スペースはそうさ記

念公園の駐車場と比べるとかなり狭い。白線を引く時にふれあいセンターに相

談があったのか。また、駐車場の線引きについて検討したのか。記念公園は車

を止める時に余裕がある。安全性を考慮して線引きを考えてほしい。 

事務局  

  駐車場の線引きについては、ふれあいセンターに相談はありませんでした。

今後、駐車スペースの白線を引き直す時には駐車スペースが狭いとの要望があ

ったことを関係課に伝えます。 
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委員 

  ３ページの２、各年度別利用状況のカラオケ使用料について、平成２７年度

は２３，７００円で、平成２８年度は、６６，４００円と金額がかなり違うが

料金の改正を行ったのか。 

事務局  

  カラオケの料金は１曲１００円で、料金の改正は行っていません。また、カ

ラオケの機器も耐用年数が過ぎており、２つのハードディスクの内の１つが破

損しており、壊れた時の部品もなくなるということから、今年の７月１０日に

新たに通信カラオケ機器をリースで導入しました。現在は、週に３日位利用し

ている人がいる状況であり、今後はカラオケを利用する人も増えてくると思い

ます。 

平成２７年度のカラオケ料金、２３，７００円と平成２８年度のカラオケ料

金、６６，４００円の差額については、利用者及び選曲の増減によるもので、

内容については把握しておりません。 

議長 

  他に、ご意見、ご質問がございませんか。ないようでしたら、議案第６号の 

 （１）の平成２８年度ふれあいセンターの利用状況についてご承認を頂くとい 

うことで、よろしいでしょうか。 

  異議なしの声あり 

議長 

  異議なしの声があがりましたので、平成２８年度ふれあいセンターの利用状

況につきましては、承認されました。 

  次に、議案６号（２）の平成２９年度ふれあいセンター運営方針について、

事務局の説明をお願いします。 

事務局 

  議事（２）の平成２９年度ふれあいセンター運営方針について、ご説明を申

し上げます。 

  ６ページをご覧ください。 

初めに、基本方針についてですが、急激な少子高齢化と高度な情報社会を迎

え、人々の価値観や生活スタイルはますます多様化して来ており、「物の豊か

さ」から「心の豊かさ」を重視する時代を迎えたと言われています。 

  本市は、「海と緑とひとがはぐくむまち」を将来像に掲げ、温もりの伝わるま

ち、個性がきらめくまちづくりを目指しています。 

  市民ふれあいセンターは、福祉、文化、教育及び教養施設として、また、市

民の情報交換や相互交流の場として多方面に利用されてきました。 



- 7 - 

 

  今年度は、福祉、教養及び情報活動等の施設として、関連施設や各種団体等

とより一層の連携を図り、市民が気軽に利用できるように、円滑な運営と住民

サービスの充実に努めます。 

 主な施策といたしましては、 

（１）施設提供として４点を掲げております。 

  １点目は、福祉活動の拠点としての機能活用を図り、各種団体、市民が気軽

に利用できる施設提供を推進してまいります。 

  ２点目は、文化活動及び各種行事、催し物等に対する施設提供を推進してま

いります。 

  ３点目は、高齢者福祉の増進に対する施設提供を推進してまいります。 

  ４点目は、災害時の避難場所としての施設提供を行ってまいります。 

（２）施設整備として２点を掲げております。 

１点目は、施設の老朽化に対して計画的整備を行ってまいります。 

  ２点目は、設備の細部にわたる点検を行い、高齢者や障害者がより利用しや

すいよう機能の改善を図ってまいります。 

（３）連携、協力として３点を掲げております。 

１点目は、公民館、図書館、ドーム、勤労青少年ホーム、生涯学習センター 

等の関連施設の連携・協力を図ってまいります。 

  ２点目は、社会福祉協議会をはじめ各種団体との連携強化を図ってまいりま

す。 

  ３点目は、市民サービスの一環として住民票、印鑑証明書、住所証明書等を

祝日及び土・日曜日に継続的に発行してまいります。 

  以上で市民ふれあいセンター運営方針の説明を終わります。 

議長 

  平成２９年度ふれあいセンター運営方針について、質問や要望等がありまし

たらお願いいたします。 

委員 

  お風呂があるとかカラオケがあるとか、ふれあいセンターの会館案内はある

のか。 

事務局  

  会館案内のパンフレットは、平成２１年度に１，０００部作成して、現在は

５０部位残っています。来年度は、１，０００部位作成したいと考えています。

また、そのパンフレットは、ふれあいセンター、八日市場ドーム、市役所本庁、

野栄総合支所等において住民に周知していきたいと思っています。 
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議長 

  他に、ご意見、ご質問がございませんか。ないようでしたら、議案第６号の 

 （２）の平成２９年度ふれあいセンター運営方針についてご承認を頂くという 

ことで、よろしいでしょうか。 

  異議なしの声あり 

議長 

  異議なしの声があがりましたので、平成２９年度ふれあいセンター運営方針

は承認されました。 

議長 

 次に、議案６号（３）その他について何かありますか。ないようでしたら、

事務局から何かありますか。 

事務局  

ありません。 

委員 

  お風呂の利用について、同じ人が毎回利用している。使わない人は全く利用

しない。そのことについて、何か考えた方がよいのではないですか。 

事務局  

  お風呂の利用については、今月に入って市内外の人、４～５人位の人から電

話でのお尋ねがあり内容を説明しています。初めて利用する人も増えてきてい

ます。お風呂を含めたふれあいセンター施設の周知については、今後検討して

まいります。 

委員 

  ふれあいセンターにお風呂とカラオケがあることをもっと宣伝した方がよい

のではないか。 

事務局  

  ふれあいセンターをなるべく多くの方に利用して頂けるよう、宣伝方法につ

いては検討させていただきます。 

議長 

  それでは、他にないようですので、以上を持ちまして議事を終了いたします。

ご協力ありがとうございました。 

事務局 

  以上で市民ふれあいセンター運営委員会を閉会します。ありがとうございま

した。 

 


